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024ｰ548ｰ8777

病衣・タオル・紙おむつ・日用品・付添寝具
手ぶらで入院・手ぶらで退院

お申込・お問合せ先：レンタル受付窓口

＊院内1階、入退院受付横　9番窓口
　月～土曜日  9：00～17：00（日祝祭日休日）
　土曜日はきぼう棟1階ローソン南側にて営業します。

入院セットレンタル

ローソン福島県立医科大学附属病院店（エレベーターホール隣）
ローソン福島県立医科大学店（７号館内）

５類感染症移行後の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策 感染制御部

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は５月８日に感染症法の位置づけが５類感染症に変更され
ました。これに伴い当院では以下の対策を廃止しております。

　　　　　●入院患者さんや付き添い者に対する一律のCOVID-19検査
　　　　　●外来患者さんの付き添い人数制限
　　　　　●外来待合での座れない椅子の設定
　　　　　●エレベーターの人数制限

　しかし、感染症法上の位置づけが変更されても、COVID-19の感染性が変わったわけではありません
ので、引き続き以下の対策をお願いいたします。

　なお、面会制限については、６月26日より緩和しております。詳しくは
総合案内や病院ホームページなどでご確認ください。
　引き続き、患者さんが安心して当院を利用できるよう、COVID-19感染
防止対策を行っていきますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いい
たします。

●病院内でのマスク着用
●感染症（COVID-19含む）関連の問診
●COVID-19が疑われる症状がある場合は来院を控える、もしくは来院前に電話をする
●COVID-19と診断された場合、発症後10日を経過するまでは来院を控える
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新任挨拶

　

　
　令和５年４月１日よりリハビリ
テーション科部長・リハビリテー
ションセンター部長を拝命いたしま

した大内一夫（おおうちかずお）と申します。
　私は元々、整形外科医で足の外科を専門としておりま
したが、糖尿病足壊疽などで下肢の切断を行うことが数
多くありました。その際、切断後のリハビリテーション
の大切さを感じ、リハビリテーションを専門的に学びた
いと思い、リハビリテーション科専門医、指導医を取得
いたしました。

　リハビリテーションは、病気によって引き起こされた
機能障害を改善させること、機能障害が残っても日常生
活を送りやすくすることを目標としています。さらに、
運動を行うことによって体力をつけ、病気に対する治癒
力を高めることも期待されます。また、地域の医療機関
や福祉施設などとも連携を図り、病院から自宅まで滞り
なく継続したリハビリテーションを提供できるように地
域リハビリテーションにも取り組んでまいります。
　医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士
など多職種によるチーム医療により、１人１人に寄り
添ったリハビリテーションを提供してまいります。
　生まれ育った福島県の皆様のために、より一層努力す
る所存でございます。ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお
願い申し上げます。

リハビリテーション科部長
リハビリテーションセンター部長

　　大内　一夫

　令和５年６月１日付けで整形外科
部長を拝命いたしました、松本嘉寛
（まつもとよしひろ）と申します。
これまで、九州大学病院で整形外科

の診療を担当しておりました。
　整形外科では運動器（身体運動に関わる骨、筋肉、関
節、神経などの総称）の疾患の治療を行っています。こ
れまで実績のある、腰痛や腰部脊柱管狭窄症など脊椎脊
髄疾患の診断・治療、難治性慢性疼痛に対する集学的治

療などに、引き続き積極的に取り組みます。
　さらに、ロコモティブシンドロームの大きな原因の一
つである、変形性膝・股関節症などの関節疾患の治療、
がん診療で大きな問題となる転移性骨腫瘍、代表的な希
少がんである骨軟部腫瘍、スポーツ外傷など運動器疾患
全般に対しての、安心・安全な医療をご提供できる態勢
を整えたいと思います。
　福岡からまいりましたが、奇遇にも福岡と福島、とも
に福で繋がりのある土地であります。これからは、皆様
の“福”のお役にたてるよう、科員一同、力を合わせて
努力を重ねてまいります。ご指導のほど、どうぞよろし
くお願い申し上げます。

整形外科部長　松本　嘉寛

　令和５年４月１日をもって手術部
長を拝命しました小原伸樹（おばら
しんじゅ）と申します。手術部は、
附属病院内の16の手術室（うち２つ

は局所麻酔専用）を管理しています。それらの手術室で
は、外科など各執刀診療科の医師に加え、看護師や臨床
工学技士、放射線技師、事務職員など様々な職種の職員
が共同しております。確かな知識と経験を持つスタッフ
が、先端の機器および技術を駆使して、安全で最良の医
療を患者さんが受けられる環境を日々追求しています。
　当院には福島県内外から多くの患者さんが訪れ、また
緊急手術も24時間体制で受け入れております。近年はコ
ロナ禍のために、2019年度には7,094件だった手術件数
が減少しておりましたが、2023年６月時点で着実に回復
しつつあります。今後も、手術部門の運用効率の向上な

どにより、患者さんをお待たせする期間ができるだけ長
くならないよう、さらに努めてまいります。
　心から患者さんのお力になれることを願い、これから
も精進してまいります。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

手術部長　小原　伸樹
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病院ボランティアの募集について

　みどりのエプロンでお馴染みの当院の病院ボランティ
ア「けやきの会」では、一緒に活動いただける会員を募
集しています。
　主な活動は、外来での患者さんの案内や車いすの介助
などです。資格や経験は問いません。
　患者さんとして、またそのご家族として、病院を訪れ
た時に不安を感じる方も多いと思います。そんな時、や
さしく声をかけ、案内などをしてくれるのが、病院ボラ
ンティアです。
　月に２回以上の参加をお願いしておりますが、ご興味
がある方のご連絡をお待ちしております。

「けやきの会」とは・・・
　2001年に設立された、病院ボランティア活動を行う
団体です。

　現在では、約20名の会員の方々が病院ボランティア
として当院で活動しています。

【お問合せ先】
　病院管理課病院総務係
　　　電話 024－547－1021（直通）

病院管理課

　令和５年４月１日付けで附属病院 
病院長特別補佐を命ぜられました齋
野和則（さいのかずのり）と申しま
す。病院長の指示のもと、大学にお
ける病院運営全般の調整や医事業務

の円滑な執行管理など、いわゆる縁の下で支える役回り
となります。
　アフター・コロナといわれる局面で病院としての新た
な取組が求められる一方で、光熱水費をはじめとする維

持経費の増大のための対策が必要となるなど、附属病院
を取り巻く経営環境は多くの課題を抱えています。
　先進的な医療が提供できるような体制整備を進めなが
らも、職員にとって今の時代にマッチした働き方が可能
となるような仕組みも確立していかなければなりません。
　そのような現状において、県民の皆さんにとって当院
が「医療面での最後の砦」との気概のもと、スタッフが
一丸となり患者さんに最良の医療が提供できるよう、そ
してその結果として、当院の基本理念である「健康を支
える医療・心温まる医療を目指して県民と共に歩む」が
実現できるよう、これまでの経験を活かしながら事務的
な面からバックアップしてまいりたいと思っています。

病院長特別補佐　齋野　和則

　このたび、甲状腺・内分泌診療セ
ンター部長を拝命いたしました鈴木
悟（すずきさとる）と申します。当
診療科は、ふくしま国際医療科学セ
ンターの甲状腺・内分泌センター内

にある、診療センターとして設立されました。下垂体、
甲状腺、副甲状腺、副腎、性腺といった内分泌の代表的
臓器に関連する疾患を、関連診療科とともに診療してお
ります。
　これからの内分泌診療は、従来の各臓器間のホルモン
応答の空間的なバランスに着目し診療を進めることのみ

ならず、時間的な加齢変化を評価し長期的な視点を合わ
せ持つことが、診療の質に直結すると考えています。
　診療科発足以来、内科的外科的な意見交換や多くの科
にまたがった内分泌症例の診断治療をカンファレンス形
式で進めています。月に１度、センター外来ミーティン
グを多職種間で行い、症例の検討を行っています。福島
県の委託による県民健康調査「甲状腺検査」の結果、診
療が必要とされた方の受け入れ、東北で唯一の治療可能
施設である難治性悪性褐色細胞腫に対する放射性ヨウ素
内照射治療の実施のほか、小児がん加療後の内分泌診療
からのサポートなど、様々な診療科と連絡を取りながら、
統合的な内分泌治療を進めて病院の発展に貢献していき
たいと思います。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

甲状腺・内分泌診療センター部長
鈴木　　悟
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スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店
営業
時間

平日　 7時～20時
土日祝 9時～19時

アメリカ シアトル生まれのスペシャル
ティコーヒーストア。
高品質のアラビカ種コーヒー豆から
抽出したエスプレッソがベースのバラ
エティ豊かなエスプレッソドリンクやペ
ストリー、サンドイッチをお楽しみいた
だけます。 電話  024－548－5331

ご利用・お問い合わせは
窓口営業時間：

福島医大病院支店
平日【午前の部】9 :00から11:30
【午後の部】12:30から15:00

受付時間：平日 9 :00から11:30
12:30から17:00

福島医大病院ニュースレター福島医大病院ニュースレター

きいてください　院長さん
－より良い医大病院にするために－

「３階MRI室を出ていつも迷ってし
まいます。迷わないよう目印が欲
しいです。」
⇒　エレベーターへご案内するサインを廊下
に設置しました。

いただいた御意見いただいた御意見いただいた御意見

「トイレで電子タバコの喫煙がされ
ていると思われるので何とかして
ほしい。」
⇒　禁煙ルールの遵守を呼び掛けるチラシを
トイレに掲示しました。

　従来のおもいやり駐車場エリアで工
事を行うため、５月１日から当面の間、
南東側に仮設のおもいやり駐車場を設
置いたします。
　病院入口までの移動距離が長くな
り、ご不便をおかけいたします。なお、
平日８時～ 14時までおもいやり駐車
場と病院入口間の無料送迎を行ってお
りますので、是非ご利用ください。ご
理解とご協力をお願い申し上げます。

おもいやり駐車場（仮設）の設置について 経営企画室


